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【
職
員
の
異
動
】（
四
月
一
日
付
）

蒲
牟
田　

み
ど
り
（
訪
問
介
護
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

原
田　

た
か
江
（
訪
問
介
護
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

【
赤
十
字
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。】

　

本
年
も
、
五
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と

し
て
、
赤
十
字
社
資
の
募
集
を
い
た
し
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
赤
十
字

社
資
は
、
災
害
時
の
救
援
物
資
等
の
支
援

活
動
、
献
血
事
業
、
海
外
協
力
事
業
等
に

広
く
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

【
車
椅
子
の
寄
贈
】

　

鹿
児
島
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
青
年

部
協
議
会
様
、
さ
つ
ま
町
在
住
の
下
野
キ

ミ
様
、
永
里
修
様
よ
り
、
車
椅
子
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、
一
か
月
間

は
無
料
で
貸
し
出
し
が
出
来
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
退
職
】（
三
月
三
十
一
日
付
）

角　

道
子
（
訪
問
介
護
事
業
所
副
主
任
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

赤
塚　

加
寿
恵
（
訪
問
介
護
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

【
第
八
回
さ
つ
ま
町
民
大
会
で
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
に
対
し
て
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
】

氏　

名

〈
敬
称
略
〉

地　

区

従
事

年
数

主
な
功
績
の
概
要

西　

田　

百
合
子

紫　

尾

21

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム

鶴
宮
園
の
看
護
職
員
・
調
理
職
員
・
生
活
相

談
員
・
介
護
職
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

従
事
し
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

徳　

留　

隆　

行

紫　

尾

21

肝　

付　
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子

泊　

野

21

川　
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金
次
郎

柏　

原

21

上
大
迫　

み
ど
り

神　

子

21

市　

来　

徳　

子

時　

吉

21

井　

龍　

よ
し
子

紫　

尾

21

杉
水
流　

安　

美

柏　

原

20

生　

駒　

和　

代

湯　

田

18

池
之
野　

く
に
子

広　

瀬

16

下　

野　

孝　

子

虎　

居

16

古　

川　

徹
二
郎

宮
之
城
屋
地

21

　

社
会
福
祉
法
人
脩
寿
会
「
鶴
宮
園
」
の
理

事
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
従
事
し
、
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

紫
尾
区
大
衆
浴
場

上
之
原　

純　

夫

紫　

尾

10

　

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
、
毎
月
永
年

に
わ
た
り
寄
付
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
。

災害救援セット

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日　

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー



平成２５年度 社協事業一覧
事業名 対象者 内容 備考

１　地域福祉事業

①暮らし安心・支え合い推進

事業 地域住民

　在宅で生活される高齢者、障がい者

等を地域住民の支え合い活動により、

地域全体で支える仕組みを構築します。

②支え合いネットワーク互助

事業 高齢者等

　地域生活応援員を派遣し、日常生活

に困っている方々を支援します。（利

用券３０分、３００円）

利用券

３０分

３００円

③高齢者等くらし安心ネット

ワークづくり事業
高齢者等

　地域ぐるみで協力して、隣近所が声

をかけあい見守っていく。
公民会単位

④地区社会福祉協議会支援

地区社協

　２０地区に社会福祉協議会を設置し、

地域住民の自主的・主体的福祉活動を

推進する。

⑤自治会・民児協・福祉関係

団体等との連携強化
関係団体

　関係機関との連携強化を行なう。

⑥地域福祉団体の育成・支援 地域福祉団体 　地域福祉団体の育成・支援を行なう。

⑦宮之城ひまわり館の管理運

営
地域住民

　町からの指定管理者として、宮之城

ひまわり館の管理運営を行う。

⑧鶴田保健センターの管理運

営
〃 

　社協鶴田事業所である鶴田保健セン

ターの管理運営を行う。

⑨生活福祉資金貸付事業 低所得所者、高

齢者及び障害者

世帯等

　生活困窮世帯に対し、各種の資金を

貸し付けることにより世帯の更生を支

援する。

県社協委託

⑩法外援護資金貸付事業

〃

　生活困窮世帯に対し、各種の資金を

貸し付けることにより世帯の更生を支

援する。

５万円以内

無利子

償還期限１年

２ 高齢者福祉事業

①高齢者ふれあいいきいきサ

ロン事業 高齢者等

　お互いの安否確認と相互の元気づ

け・仲間づくりで、寝たきり・認知症

予防等を行う。

公民会単位

月１回

９８ヶ所

②福祉給食サービス事業

高齢者等

　ひとり暮らしや、虚弱な高齢者等に

食事を配食し、健康維持と安否確認、

声かけを行う。

毎日（昼、夜）

１食４５０円

③老人福祉センター管理運営

地域住民

　町からの指定管理者として、老人福

祉センター「いぬまき荘」の管理運営

を行う。並びに隣接する郷土文化伝習

館及びふれあい広場の管理運営も行う。

④在宅介護支援センター運営

事業
高齢者等

　在宅の介護者や、要介護者の介護等

の相談に応じ、福祉サービスや、介護

保険等のサービスが受けられるよう在

宅介護の支援を行う。

⑤男性の料理教室

高齢者等

　料理教室を開催し、栄養指導・調理

実習・交流と親睦を図る。

月１回

宮之城保健セン

ター、鶴田保健

センター



事業名 対象者 内容 備考
⑥敬老事業の推進

高齢者等

　地区社協主催の敬老会への支援と、

９０歳到達者への記念品贈呈を行ない

ます。

⑦ライフサポートアドバイ

ザー事業 東谷団地

　緊急通報システムを整備してある１０

世帯の安否確認、緊急対応、相談等を

行う。

⑧紙おむつ支給事業
地域住民

　寝たきり等、紙おむつを使用されて

いる方へ支給を行う。

申請時と８月に

支給

⑨高齢者クラブ連合会活動の

推進
高齢者等

　高齢者クラブ連合会活動の推進を行

う。

⑩ときわ木会の支援 高齢者等 　ときわ木会の支援を行う。

３ 障害者福祉事業

①障害者相談支援事業
身体障害者等

　相談支援専門員を配置し、障害者の

方々の相談支援等を行う。

②障害者（児）団体の育成・

支援
障害者等

　障害者（児）団体の育成・支援を行

います。

③居宅介護事業の推進
〃

　障害者の方に訪問介護員を派遣し、

身体介護や家事援助を行う。

④障害児移動支援事業

（車両移送型）
知的障害児

　知的障害児に対し、知的障害児通園

施設への送迎を行う。
町委託

⑤障害者訪問入浴サービス事

業
身体障害者等

　自宅において、移動入浴車による入

浴サービスを提供する。
町委託

４ 児童福祉・母子寡婦福祉活動

①福祉教育の推進 児童等 　福祉教育の推進と支援を行う。

②総合的学習の時間への協力
児童・学生

　町内各学校へ講師として職員を派遣

し、福祉関係の講義等を行う。

③母子寡婦福祉団体の育成・

支援
母子寡婦団体

　母子寡婦福祉団体の育成・支援を行

う。

５ ボランティアセンター活動事業

①ボランティアセンター機能

の充実
地域住民

　ボランティアセンター機能を充実を

図る。

②ボランティアコーディネー

ター活動の充実
地域住民

　本所、各事業所にボランティアコー

ディネーターを配置。

③ボランティア個人・団体の

育成、支援
地域住民

　個人ボランティア・団体ボランティ

アの育成、支援を行う。

④ボランティア連絡会の開催
地域住民

　意見交換並びに交流研修会を行う。
年１回

⑤ボランティア協力校指定・

支援

町内保育園、幼

稚園、小中高校

　ボランティア協力校として指定し、

福祉教育の充実を図る。

⑥ボランティア養成講座

地域住民

　ボランティアの基礎知識を理解する

と同時に、地域でのボランティア活動

のリーダーを養成する。

年６回

⑦中高生福祉ボランティア体

験学習
中高校生

　夏休みを利用し、町内の施設で福祉

体験のボランティア学習を行う。

　講演会を開催することにより、町民

の福祉への理解を図る。

年１回

⑧ボランティアコーナーの設置
地域住民

　ひまわり館内に設置し、ボランティ

ア情報発信等の支援を行う。



事業名 対象者 内容 備考
⑨ボランティアセンターだよ

りの発行
地域住民 年４回発行

６ 心配ごと相談

①心配ごと相談所

地域住民

　様々な心配ごとの相談に応じます。 毎週木曜日

（午前10 時～

　正午）

②無料法律相談

地域住民

　年６回弁護士による無料法律相談を

開催する。（４月１８日、６月２０日、８月

２２日、１０月１７日、１２月１９日、２月２０日）

ひまわり館

予約制

７ 福祉サービス利用支援事業
認知症高齢者、

知的障害者、

精神障害者等

　生活支援員により、判断能力が不十

分な方に、福祉サービス利用の代行や、

公共料金などの支払い手続き、大切な

書類等の保管などの支援を行う。

１回1,200 円

生活保護世帯は

無料

８ 介護保険事業

①居宅介護支援事業
要介護認定者等

　介護支援専門員による居宅介護サー

ビスの計画書の作成、管理を行う。

②訪問介護事業
〃

　訪問介護員を派遣し、身体及び家事

等の生活援助を行う。

③訪問入浴介護事業
〃

　移動入浴車を利用し、自宅での入浴

の介助を行う。

④福祉用具貸与事業
〃

　ベッド、電動車いす等の福祉用具の

レンタルを行う。

９ 一般乗用旅客自動車運送事

業

要介護高齢者、

身体障害者等

　予約制により、対象者を医療機関等

への送迎を行う。（福祉輸送限定）

福祉タクシー

有料

10  その他

①共同募金事業

地域住民

　県共同募金会さつま町共同募金委員

会としての募金活動並びに社協として

の配分金事業を行う。

募金運動期間

（１０月～１２月）

②日本赤十字社事業

地域住民

　日赤鹿児島県支部さつま町分区とし

ての社資募集や、災害救援等の赤十字

事業を行う。

社資募集期間

（５月）

③苦情解決に関する第３者委

員会の開催
サービス利用

者等

　第三者委員を３名おき、福祉サービ

スについての利用者からの相談、苦情

解決するための施策を講じる。

④飲料水自動販売機設置 　町内の公共施設等に自動販売機を設

置している。

⑤収益事業

　軽度の住宅改修事業

　紙おむつ等介護用品販売事

業

〃

　住宅の改修（手すり取り付け等）を

行う。

　おむつ等、介護用品の販売を行う。

⑥車いす貸出事業
要介護認定者

　旅行等、車いすが必要な方に無料で

車いすを貸し出す。

おおむね１ヶ月

以内

⑦広報誌の発行
地域住民

　広報紙「さつま町ふくし」の発行を

行う。（全戸配布）
年４回



 平成２５年度　さつま町社会福祉協議会予算　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

勘定科目（大区分） 一般会計
収益事業
特別会計

旅客運送事業
特別会計

合　　計

収　
　
　

入

会費収入 4,920,000 0 0 4,920,000

寄付金収入 3,850,000 0 0 3,850,000

経常経費補助金収入 32,511,000 0 0 32,511,000

助成金収入 104,000 0 0 104,000

受託金収入 53,149,000 0 0 53,149,000

事業収入 42,336,000 3,450,000 2,400,000 48,186,000

貸付事業等収入 2,000,000 0 0 2,000,000

共同募金配分金収入 3,536,000 0 0 3,536,000

介護事業収入 129,793,000 0 0 129,793,000

雑収入 271,000 0 0 271,000

受取利息配当金収入 130,000 1,000 1,000 132,000

会計単位間繰入金収入 1,080,000 0 0 1,080,000

経理区分間繰入金収入 2,286,000 0 0 2,286,000

経常活動収入計 275,966,000 3,451,000 2,401,000 281,818,000

施設整備等収入計 0 0 0 0

積立預金取崩収入 480,000 0 0 480,000

その他の収入 27,493,000 0 0 27,493,000

財務活動等収入計 27,973,000 0 0 27,973,000

前期末支払資金残高 25,190,000 3,700,000 3,000,000 31,890,000

収　入　合　計 303,939,000 3,451,000 2,401,000 309,791,000

支　
　
　

出

人件費支出 206,442,000 0 300,000 206,742,000

事務費支出 20,321,000 71,000 210,000 20,602,000

事業費支出 55,106,000 460,000 1,341,000 56,907,000

貸付事業等支出 2,000,000 0 0 2,000,000

助成金支出 6,749,000 0 0 6,749,000

会計単位間繰入金支出 0 580,000 500,000 1,080,000

経理区分間繰入金支出 2,286,000 0 0 2,286,000

売上原価 0 2,340,000 0 2,340,000

経常活動支出計 292,904,000 3,451,000 2,351,000 298,706,000

固定資産取得支出及び繰入支出 0 0 0 0

施設整備等支出計 0 0 0 0

積立預金積立支出 1,100,000 0 0 1,100,000

その他の支出 6,935,000 0 0 6,935,000

財務活動等支出計 8,035,000 0 0 8,035,000

予　　　備　　　費 3,000,000 0 50,000 3,050,000

当期末支払資金残高 25,190,000 3,700,000 3,000,000 31,890,000

支　出　合　計 303,939,000 3,451,000 2,401,000 309,791,000



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介

今
回
は
【
み
や
ん
じ
ょ
手
話
同
好
会
】
で
す

　

現
在
、
み
や
ん
じ
ょ
手
話
同
好
会
と
し

て
、
月
に
三
回
、
木
曜
日
の
夜
七
時
か
ら

八
時
三
十
分
ま
で
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

で
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
勉
強
会

は
、
代
表
の
山
下
重
男
を
は
じ
め
、
十
三

名
の
会
員
で
す
。
現
在
、
ろ
う
あ
者
の
方

と
も
積
極
的
に
交
流
を
し
、
手
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
手
話
を
も
っ
と
習
得
し
、
手

話
通
訳
者
と
し
て
、
役
場
等
の
公
共
機
関

に
も
配
置
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
、
抱
負
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

　

会
員
は
随
時
、
募
集
中
で
す
。（
山
下
）

全国180万人
加入！！



　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
頂

き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
〜

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
受
付
分
）

　
寄
付
者
名　

（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

　

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

冨
滿　

政
也
（
故　

冨
滿　

光
子
）
柏
原

白
石　
　

滿
（
故　

白
石　

ヱ
ミ
）
時
吉

前
田　
　

健
（
故　

前
田
由
美
子
）
中
津
川

永
山　
　

守
（
故　

永
山　

米
子
）
船
木

下
薗
ハ
ツ
ミ
（
故　

下
薗　

治
良
）
虎
居

海
江
田　

誠
（
故　

海
江
田
文
雄
）
柏
原

藤
田　

洋
子
（
故　

藤
田　

慶
夫
）
船
木

平
原　

行
乃
（
故　

平
原　

庄
司
）
中
津
川

北
野　

春
義
（
故　

北
野　
　

優
）
神
奈
川
県

小
嶋　

直
浩
（
故　

小
嶋
ヨ
シ
子
）
福
岡
県

植
村
ト
シ
ヱ
（
故　

植
村　

正
男
）
神
子

古
里
オ
キ
サ
（
故　

古
里　

眞
澄
）
中
津
川

池
山
ヲ
ワ
イ
（
故　

池
山
ア
ツ
子
）
永
野

宮
里　

幸
考
（
故　

宮
里　

ト
チ
）
東
京
都

東
郷　

春
枝
（
故　

東
郷　

三
男
）
鶴
田

曽
木　
　

徹
（
故　

久
保
　

育
）
薩
摩
川
内
市

小
松　

祥
子
（
故　

小
田
原
サ
チ
子
）
い
ち
き
串
木
野
市

太
刀
鉾
久
徳
（
故　

太
刀
鉾
照
義
）
宮
之
城
屋
地

鎌
田
い
つ
子
（
故　

鎌
田　
　

道
）
宮
之
城
屋
地

大
野　

富
惠
（
故　

大
野　

純
重
）
神
子

湯
田　

珠
子
（
故　

湯
田　

一
男
）
宮
之
城
屋
地

一
丁
田
郁
夫
（
故　

一
丁
田
ナ
ミ
エ
）
中
津
川

金
丸　

エ
ミ
（
故　

鮫
島　

ミ
ナ
）
宮
崎
県

米
増　

洋
子
（
故　

米
増　

正
男
）
中
津
川

下
松
八
重
博
文
（
故　

下
松
八
重
操
）
鹿
屋
市

大
囿
作
公
示
（
故　

大
囿
ト
ミ
ヱ
）
船
木

舟
倉　

幸
基
（
故　

舟
倉
カ
ス
ガ
）
紫
尾

松
崎
シ
ゲ
子
（
故　

松
崎　
　

仁
）
鹿
児
島
市

内
村　

辰
子
（
故　

内
村　
　

司
）
白
男
川

上
之
園
ヨ
シ
ノ
（
故　

上
之
園
松
雄
）
船
木

内
村　

綾
子
（
故　

内
村

二
郎
）
白
男
川

川
津　

和
家
（
故　

川
津　
　

登
）
佐
志

田
島
キ
ヨ
子
（
故　

田
島　

浅
吉
）
佐
志

北
園　

洋
子
（
故　

北
園　

健
作
）
求
名

大
黒　

貞
義
（
故　

大
黒
喜
代
子
）
求
名

土
器
智
恵
子
（
故　

土
器
多
津
子
）
求
名

祁
答
院
勝
德
（
故　

祁
答
院
ヨ
シ
エ
）
鶴
田

冨
吉　

光
子
（
故　

冨
吉　

英
男
）
久
富
木

村
田　

ミ
ス
（
故　

村
田　

利
秋
）
佐
志

山
﨑　

光
子
（
故　

南
園
ス
エ
キ
ク
）
宮
之
城
屋
地

山
西　

信
次
（
故　

山
西　

朝
子
）
山
崎

岸
良
四
美
子
（
故　

岸
良　

藤
吉
）
平
川

栗
野　

隆
文
（
故　

栗
野　

チ
リ
）
神
子

甫
立
喜
久
男
（
故　

甫
立　

カ
ネ
）
い
ち
き
串
木
野
市

八
日
囿
敦
子
（
故　

八
日
囿
公
明
）
時
吉

丹
野　

章
一
（
故　

丹
野
八
重
子
）
鶴
田

下
内　

三
郎
（
故　

下
内　

ミ
カ
）
大
阪
府

田
之
上
友
彦
（
故　

田
之
上
ソ
ネ
）
霧
島
市

清
藤　

幸
子
（
故　

下
別
府
律
子
）
薩
摩
川
内
市

園
畑　

政
文
（
故　

園
畑　

ヤ
エ
）
神
子

段　
　

ヨ
リ
（
故　

段　
　

照
光
）
中
津
川

宮
之
下
貞
義
（
故　

宮
之
下
美
代
子
）
柏
原

外
囿　

哲
郎
（
故　

外
囿　

ヱ
ミ
）
求
名

大
野　
　

弘
（
故　

大
野
サ
チ
子
）
神
子

山
内　

愛
子
（
故　

山
内　

克
徳
）
湯
田

稲
留　

治
子
（
故　

原
口
ヨ
シ
ヱ
）
船
木

末
吉　

登
洋
（
故　

末
吉　

康
子
）
中
津
川

井
手
原
チ
ミ
（
故　

井
手
原
睦
男
）
虎
居

米
盛　

光
昭
（
故　

米
盛
フ
ク
エ
）
中
津
川

市
来　

良
弘
（
故　

市
来　

ミ
ナ
）
時
吉

持
橋　

省
司
（
故　

持
橋
フ
サ
ヱ
）
虎
居

原
囿　

和
人
（
故　

原
囿　

治
美
）
鶴
田

外
園　

正
一
（
故　

外
園
キ
ク
エ
）
神
子

折
小
野
民
子
（
故　

折
小
野
フ
ミ
）
平
川

是
枝
ク
ニ
エ
（
故　

是
枝　

一
夫
）
求
名

小
西
ク
ミ
子
（
故　

小
西　

佳
文
）
佐
志

池
之
野
敦
夫
（
故　

池
之
野
ミ
ツ
ヱ
）
佐
志

山
内　

龍
也
（
故　

山
内
フ
ミ
ヱ
）
求
名

的
場
フ
ヂ
子
（
故　

的
場
久
兵
衛
）
二
渡

西
川　

績
子
（
故　

西
川　

久
治
）
宮
之
城
屋
地

赤
塚
加
寿
恵
（
故　

大
囿
ケ
サ
ヱ
）
宮
之
城
屋
地

西　
　
　

忍
（
故　

西　

貴
美
子
）
湯
田

大
久
保
壽
彦
（
故　

三
石　

エ
イ
）
柊
野

田
中
伊
作
子
（
故　

日
髙　

初
江
）
湯
田

春
田　

耕
作
（
故　

春
田　

國
子
）
佐
志

河
野　

一
彦
（
故　

河
野
ユ
キ
ノ
）
柏
原

市
来　

洋
一
（
故　

市
来　

睦
男
）
鹿
児
島
市

中
山　

芳
幸
（
故　

中
山　

子
）
佐
志

森
囿　

正
人
（
故　

仮
屋　

サ
チ
）
大
阪
府

下
薗　

明
彦
（
故　

下
　
　

保
）
柏
原

小
下　

純
義
（
故　

小
下
マ
ツ
ヱ
）
紫
尾

七
搦　

ユ
リ
（
故　

七
搦
市
右
衛
門
）
求
名

右
田　

昭
己
（
故　

右
田
キ
ミ
エ
）
永
野

上
簗　

正
文
（
故　

上
簗
フ
ヂ
エ
）
鹿
児
島
市

手
塚　
　

匠
（
故　

手
塚
雄
次
郎
）
東
京
都

南　
　

昭
和
（
故　

上
西
フ
ヂ
エ
）
奈
良
県

下
野　

キ
ミ
（
故　

下
野　

亮

）
宮
之
城
屋
地

西　

ヒ
ロ
子
（
故　

西　
　

昭
彦
）
虎
居

平
野　

一
男
（
故　

平
野　
　

國
）
宮
之
城
屋
地

内
村
敬
二
郎
（
故　

内
村
伊
都
子
）
白
男
川

坂
元　

純
夫
（
故　

坂
元
ス
ナ
子
）
永
野

土
屋　

安
子
（
故　

土
屋　

義
行
）
湯
田

山
崎
多
美
雄
（
故　

山
崎　

正
勝
）
薩
摩
川
内
市

下
大
迫
ま
す
み
（
故　

下
大
迫
光
範
）
神
子

笹
田
ハ
ル
子
（
故　

笹
田　
　

啓
）
宮
之
城
屋
地

外
越　

健
次
（
故　

外
越　

サ
キ
）
船
木

戸
川　

京
子
（
故　

戸
川　

八
郎
）
虎
居

上
木
メ
イ
子
（
故　

上
木　
　

淳
）
宮
之
城
屋
地

﨑
野　

信
登
（
故　

﨑
野
イ
ク
ヨ
）
船
木

立
小
野
健
治
（
故　

立
小
野
悦
子
）
虎
居

市
来
新
太
郎
（
故　

市
来　

ム
ツ
）
宮
之
城
屋
地

指
宿　
　

誼
（
故　

指
宿
カ
ス
ミ
）
湯
田

松
元　

チ
リ
（
故　

松
元　

俊
治
）
宮
之
城
屋
地

外
園　

千
鶴
（
故　

外
園　

佳
光
）
神
子

野
村　

明
弘
（
故　

野
村
富
美
子
）
平
川

水
口　

俊
洋
（
故　

水
口　

政
男
）
鹿
児
島
市

東　
　

廣
美
（
故　

東　
　

シ
ノ
）
求
名

下
田　

千
尋
（
故　

下
田
シ
ヅ
ヱ
）
時
吉

龍
角
マ
ス
エ
（
故　

龍
角　

武
夫
）
永
野

米
盛　

俊
一
（
故　

米
盛
ふ
ぢ
の
）
山
崎

井
上
ユ
キ
エ
（
故　

井
上　

盛
男
）
鶴
田

山
口　

昭
幸
（
故　

山
口　

秀
満
）
中
津
川

久
保
薗
信
輔
（
故　

久
保
薗
信
夫
）
姶
良
市

田
平　

實
俊
（
故　

田
平　

博
惠
）
鹿
児
島
市

西
谷　

陸
男
（
故　

西
谷　

和
子
）
宮
之
城
屋
地

天
立
テ
ル
子
（
故　

天
立　

博
隆
）
求
名

平
瀬　

洋
子
（
故　

村
岡
フ
サ
エ
）
福
岡
県

迫　
　

正
信
（
故　

迫　
　

敏
夫
）
鶴
田

橋
口
タ
エ
子
（
故　

橋
口　

了
二
）
二
渡

堤　

す
み
子
（
故　

平
八
重
タ
ヤ
）
静
岡
県

岩
﨑　

友
治
（
故　

岩
﨑　

サ
エ
）
求
名

下
野　

英
雄
（
故　

下
野　

テ
ル
）
虎
居

川
畑　

繁
範
（
故　

川
畑
エ
ミ
子
）
中
津
川

山
口　
　

護
（
故　

山
口
フ
ミ
エ
）
薩
摩
川
内
市

　
　

匿
名
希
望　

四
件

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

・
華
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
舞
踊
会

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

・
更
生
保
護
女
性
会

・
シ
ル
バ
ー
園
芸
教
室

　
　

匿
名
希
望
一
件

皆
様
の

　

善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す



【
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
】

　

今
回
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
紹

介
で
す
。
事
業
の
流
れ
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

介
護
認
定
申
請

　

（
役
場
介
護
保
険
課
窓
口
に
て

介
護
保
険
証
を
提
示
し
申
請
）

介
護
認
定
（
介
護
度
の
決
定
）

　

（
介
護
認
定
の
結
果
の

通
知
が
届
き
ま
す
）

町
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

連
絡
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
決

め
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作

成
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
始
ま
り

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

【
例
え
ば
】

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
・
・
家
事
の

援
助

介
護
用
品
・
・
・
車
椅
子
、
ベ
ッ

ド
等

【
対
象
地
域
】
さ
つ
ま
町
、
薩
摩
川
内
市

（
離
島
を
除
く
）

【
事
業
内
容
】

　

利
用
者
の
心
身
の
状
態
や
、
ご
家
族
の

状
況
に
合
わ
せ
、
利
用
者
、
ご
家
族
の
ご

要
望
を
尊
重
し
、
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
が
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

依
頼
し
ま
す
。）

【
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
数
】
六
名

【
管
理
者
か
ら
一
言
】

　

ご
本
人
、
ご
家
族
様
が
幸
せ
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち

は
、
信
頼
さ
れ
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

と
し
て
、
介
護
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
い
た
し
ま
す
。

社
協
の
事
業
紹
介
（
第
三
回
）   

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
】

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
＆
交
流
会
】

代
表
者
連
絡
会

　

平
成
二
十
五
年
二
月
四
日
、
宮
之
城
ひ

ま
わ
り
館
に
お
い
て
、「
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
連
絡
会
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

連
絡
会
に
は
、
町
内
九
十
八
サ
ロ
ン
か

ら
、
七
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
、
事
業
実

施
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
役
場
か
ら
の
連

絡
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

の
会
員
に
は
高
齢
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、

さ
つ
ま
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
会
場
に
登
場
し
、
高

齢
の
方
の
交
通
事
故
が
多
い
の
で
、
注
意

し
て
欲
し
い
と
の
呼
び
か
け
も
あ
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
、
交
通
事
故
に
は
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
四
日
、
ひ
か
り

別
館
に
お
い
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
＆
交
流
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

十
八
団
体
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
十
八

人
の
参
加
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
保
険
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
団
体
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の

紹
介
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ま
み
紬

人
〜
つ
む
ぎ
ん
ち
ゅ
〜
の
津
軽
三
味
線
や

島
歌
の
披
露
が
あ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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編

集

後

記

　

待
ち
わ
び
て
い
た
春
が
や
っ
と
来

て
、
桜
の
花
び
ら
も
散
り
ま
し
た
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

春
は
、
卒
園
・
卒
業
、
入
園
・
入
学
、

異
動
等
で
、
人
の
動
き
が
あ
り
、
と

て
も
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
ね
。

こ
の
度
、
広
報
誌
第
二
十
五
号
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉

協
議
会
も
、
心
機
一
転
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
も
と
に
、
協
働
を
目
指

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
安
全

で
暮
ら
し
や
す
く
、
楽
し
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

広

報

委

員

　

松　

下　

正　

人　
　

　

桑
波
田　

敏　

光　
　

　

甫　

立　

ミ
ヨ
子　
　

　

山　

下　

光　

男　
　

　

領　

家　

信　

行　
　

　

柳　

田　

道　

輝　
　

　

代
表
取
締
役
の
下
境
田
さ
ん
の
お
話
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
夢
を
持
っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、「
夢
の
杜
」

と
い
う
名
称
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
従
業
員
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

六
名
を
含
む
、
合
計
十
名
で
、
休
憩
を
取

り
な
が
ら
、
一
日
、
二
千
丁
の
こ
ん
に
ゃ

く
を
作
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
の
「
ら

ぶ
こ
ん
」
と
い
う
商
品
は
、
作
業
所
で
就

業
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
、
商
品
名
を
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
型
の
刺
身
こ
ん

に
ゃ
く
で
す
。
今
後
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
、

物
産
館
で
販
売
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
生
懸
命
に
作
業
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

点
字
で
の
調
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、「
公

益
財
団
法
人
す
こ
や
か
食
生
活
協
会
」
か

ら
、
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
き

ま
し
た
。
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
同
協
会
か
ら

進
呈
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
見
本
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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